
 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度 

 

第３回駒ヶ根市総合教育会議 

 

 

 

議 事 録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駒ヶ根市教育委員会



- 1 - 

平成２８年度第３回駒ヶ根市総合教育会議議事日程 
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駒ヶ根市役所本庁舎２Ｆ大会議室 

午 前 １ ０ 時 ３ ０ 分  開 会 

 

１ あいさつ 

 

２ 協議事項 

（１）３カ年実施計画（Ｈ２９～Ｈ３１）について 

（２）平成２９年度予算について 

 

３ その他 

次回教育総合会議 開催予定：平成２９年４月予定（平成２９年度第１回） 
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会議のてんまつ 

議事日程記載のとおり 

午前１０時３０分 開会 

○小平教育次長 ただいまから２８年度の第３回駒ヶ根市総合教育会議を開催させていただき

ます。本日の進行を務めさせていただきます教育次長の小平と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。 

それでは最初に杉本市長よりごあいさつをお願いいたします。 

○杉本市長 おはようございます。（一同「おはようございます」） 

今日は第３回目の総合教育会議ということでございます。今回は特に新年度に向かって予算

の編成へこれから入っていきますので、そんなことで意見交換できればいいかなと思っていま

す。 

今年は特に駒ヶ根市の中でも子育て関係の予算が充実してきたのかなと、そんなふうに思っ

ております。ハードの面では、経塚保育園の建設。初めて芝生化したことや、それに併せまし

て子育て支援センターも新たにできたというようなことで、先日もちょっと見てまいりました

が、子どもたちが外に出て賑やかに遊んでおりましたし、子育て支援センターも、ちょうど行っ

たときは２６組が来ていただいていて、お話をお聞きしました。いろいろ食べることもできる

し、今まで他のところに行っていた人たちも大分来ていただいているのかなと思っています。 

それから、あとは、社会体育のほうも市民体育館がリニューアルしてスタートできたこと。

それからふるさとの丘のドームも芝生化できたこと、また、特に、十二天の森も取得ができた

ということで、ハードはそんなところができました。 

それから、保育料についても、この１０月から上伊那の平均にまで引き下げさせていただき

ましたし、また市内の全保育園・幼稚園が自然型保育の認定をしていただいたということで、

良かったのかなと思っています。あと、乳幼児の皆さんへの一時預かりを市内に充実させても

らったり、病児保育についても市内の医療機関の先生と共同でできたことなど、いろいろのと

ころで少し進められたのかなあと思います。 

あと、ハードで残っております東中の耐震事業と、それから体育館のつり天井につきまして

は、今回、補正で充実させていただきましたので、あとは、赤穂小学校が唯一ですかね、そこ

ら辺になってきたのかなと思っておりまして、ある程度、地方創生の子育てという面で重点的

に取り組めたかなと、そんなふうに思っているところでございます。 

教育現場のほうでは、残念ながらここのところ先生による不祥事がこの上伊那で起きている

ということで、特に保護者の皆さんにしてみれば、信頼している先生方があのような非違行為

をするということは本当に許せないことでありますし、また子どもたちに与える影響も大きい

と思っていますので、ぜひ、そんなことも含めて意見交換する中で、新しい年への準備をして

いきたいと思っております。どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

○小平教育次長 続きまして北原教育委員長さんから、ごあいさつをお願いします。 

○北原教育委員長 おはようございます。（一同「おはようございます」） 

本日は第３回目の総合教育会議ということで、市長さんもお忙しい中、会議を持たせていた

だきありがとうございます。 

先ほど市長さんもおっしゃいましたけれども、教育現場の中でいろんなことが起こり、いじ
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めという問題に関しては、やはりまだ歯止めがかからずに、福島から避難されているお子さん

がいじめをされていたというようなこともありましたし、県内でもいろんなことが起こってい

る中、おかげさまで、この駒ヶ根市では特に大きな問題もなくこの一年が締めくくれるのでな

いかなと感じております。 

この教育委員会も、１０月より新体制になりまして、私も慣れない委員長をお受けさせてい

ただきました。また職務代理も替わり、新しい委員さんも２人お迎えをいたしました。そんな

意味で、３カ年実施計画に従いまして、今日の総合教育会議を進めていくと思いますけれども、

市のほうの事業、また教育委員会の事業は継続しておりますが、４人の委員が新体制に変わっ

たということでありますので、本日はざっくばらんな市長さんとの意見交換の場ということで

お願いできたらと思っております。有意義な会議になりますよう、どうぞよろしくお願いいた

します。 

○小平教育次長 ありがとうございました。 

それでは、お手元の次第に沿いまして会議を進めさせていただきます。 

現在、第４次総合計画に基づいて策定されました教育大綱に沿って事業を進めているところ

でございます。前回、第２回の総合教育会議では、向こう３年間の事業実施計画であります３

カ年実施計画で計画すべき事業などについて、それを議題としまして意見交換をさせていただ

きました。お手元に配付してあります駒ヶ根市実施計画、３カ年計画ですけれども、第２回の

会議の意見交換などを踏まえまして策定したものでございます。本日の主な会議事項となって

おります平成２９年度予算編成に当たっての指針となるというものでございます。 

なお、実施計画につきましては、先の定例教育委員会の際に説明をさせていただきましたの

で、本日は内容の説明は省略をさせていただきます。本日の本題であります次第の協議事項（２）

でありますけれども、平成２９年度予算編成に向けての意見交換の資料ということでお願いし

たいと思います。 

それでは、早速、２９年度の予算に向けた意見交換に入ってまいりたいと思います。なお、

お手元に平成２９年度教育委員会主要事業の取り組み方針として、意見交換の参考資料という

ことで用意をさせていただきました。これは、３カ年実施計画に計画されました事業のうちで、

２９年度に予定しているもの、あるいは、２９年度以降で計画的に事業を進めていく主要事業、

そういったものを中心にまとめてございます。資料の中で何点か付記させていただいてありま

すが、１ページの１の学校教育の推進でございますが、下段の（３）の安全な学校施設の整備

に向けた取り組みですけれども、市長が冒頭で、ごあいさつにありましたとおり、イのところ

の東中学校の特別教室棟、それ以降、赤穂南小学校及び赤穂中学校の体育館のつり天井の耐震、

それから、ロの赤穂東小学校のエレベーターの設置につきましては、国の補正予算を活用しま

して、平成２８年度へ前倒して予算措置をしているものでございまして、現在、開会されてお

ります１２月定例市議会に補正予算として提出をしているものでございます。実質的には、繰

り越して２９年度事業として実施をする予定でございます。 

それから、３ページの下段の５のホストタウン事業でございますが、こちらは 2020 年の東京

オリンピック・パラリンピックに向けて、地域の活性化あるいは観光振興に資するという視点

から、国が地方自治体をホストタウンということで登録して、その参加国との人的あるいは経

済的交流、文化的な交流を図っていこうというものでございます。当市としては、積み重ねて
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きた交流の歴史を踏まえまして、ネパール、それからベネズエラを相手国として申請をしまし

て、第１次のほうで登録を受けたものでございます。このエルシステマ事業ですけれども、ホ

ストタウンの相手国でありますベネズエラで開発された音楽教育プログラム、これを活用した

事業ということでございまして、そもそもエルシステマというのは、オーケストラを中心とし

た音楽活動を通じて子どもたちの忍耐力とか協調性とか自己表現力といった社会性を身につけ

させるもので、音楽を通じた子どもの生きる力を育む、そういったものでございます。現在、

３０カ国以上で展開されていまして、国際的にも評価をされているというものでございます。

駒ヶ根版のエルシステマについては、そこにありますとおり、音楽を通じて生きる力を育む事

業ということで計画したものでございまして、学校とか、あるいは、今現在、活動しています

子どもたちを中心とした音楽のグループとか団体がありますので、そうした皆さん、あるいは

市内の音楽の専門家の皆さんと連携しながら駒ヶ根市に合った取り組みを進めていきたいとい

うものでございます。 

それから、最後のページですけれども、６の生涯学習活動の推進のところの（２）の赤穂公

民館の整備ですけれども、こちらは、これまで教育委員会でもご議論いただいてきたところで

ございます。建て替えにより整備をしていきたいというものでございまして、建設場所につき

ましては、公共施設の集約化を図って効率的な運営をしたり、あるいは事業の実施を図ってい

こうという基本的な考え方を踏まえまして、文化センターの敷地内への建設も含めて、これか

ら検討するということでありますが、３１年度、本体工事、建設を目指していこうというもの

であります。 

資料につきましては、前回、内容等は説明してありますので、ポイントのところだけ説明を

させていただきました。 

それでは、今日の本題であります２９年度予算に向けましての意見交換ということで、まず

教育委員さんのほうからご意見等を頂戴したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○北原教育委員長 この順番でよろしいですか。 

○小平教育次長 はい。 

○北原教育委員長 はい。では、下島委員さんからお願いします。 

○下島教育委員長職務代理 それでは、早速、よろしいでしょうか。 

今、説明のありました教育委員会主要事業の取り組み方針についての（３）、一番下段の新竜

東学校給食センターの整備に向けた検討でありますが、この実施計画書によりますと平成３１

年度に 440 万円の事業計画がされておりまして、具体的に、最短距離で進んでも、実際にこの

建設ということになりますと４年後以降ということで、４年以上かかるというように考えられ

ますけれども、竜東の給食センターは外観を含めて相当老朽化しており、特に子どもの食に関

わる部分でもありますので、でき得れば前倒しをして、この竜東給食センターの整備にご配慮

いただければありがたいなあと、こんなように思いますが、いかがでしょうか。 

○杉本市長 先ほど話しましたように、あと耐震の関係で残っているのが、学校の関係ではこの

給食センターですかね。一応、今は、いざというときのためにということで、子どもたちの教

室などを優先していますが、財政状況もなかなか今のところ厳しいもんですから、その問題意

識は持っているので、３カ年計画の中でも、どこかではその取り組みを具体化していきたいと

は思っているんですけど、先ず子どもたちのところを優先させてもらって、その次でと思って
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いますが、赤穂公民館もありますし、ちょっと大きな事業が重なっているので、あとは財政状

況ですかね。皆さん御存じかと思いますけど、私が市長になったとき、平成１９年――２０年

なんですけれども、そのときと比べて、税収ベースだけでもどのくらいですかね、個人住民税

の関係でも、４億円くらいですか、税収が減っています。 

○萩原総務部長 ３税で５億円でしたかね。 

○杉本市長 税収が５億円くらい落ちています。それから、地方交付税が去年から今年で約３億

円くらい減るという、今そんな経済情勢なので、何とか税収が上向いてくればと思うんですけ

れども、問題意識は持っていますが、その中でも子どもたちのことを優先させてもらっている

ので、財政の状況等を見ながら、どこかではやりたいと思っています。ただ、その場合に、今

の場所というのではなくて、他の場所でということも考えて、整備する場所について、教育委

員会の中でも検討してもらいたいと思っていますが、よろしくお願いします。 

○下島教育委員長職務代理 確かに教育委員会関係だけでも大型事業があるので大変だと思い

ますけど、ぜひお願いいたします。 

○杉本市長 はい。 

○北原教育委員長 ありがとうございました。 

それでは、３番の子育てに関して唐澤委員さんのほうからお願いします。 

○唐澤教育委員 それではお願いします。３番の子育てに喜びを感じる家庭づくりの（１）の放

課後の児童の預かりのことですけれども、これは教育委員会で、福祉とも関係するのかもしれ

ないですが、私、個人的には「子ども食堂」というのに興味があるんですけれども、交流セン

ターだけじゃなくて、やっぱり地域の人が関わるとか、そんなようなことを進めたらどうかな

あと思うんですけれども、いかがですか。 

○倉田民生部長 子ども食堂につきましては、現在、始めたところがあるというところなんです

けれども、どうしても民間の方の力を借りないとできないという部分がありますので、こちら

からも提案しつつ、やっていけたらなあと思っていますけれども、いずれにせよ、そうしたこ

とへの要望と、それからやる方がうまく合えばできるかなあと思っています。 

○杉本市長 その子ども食堂というのはどういうものなんですか。 

○唐澤教育委員 放課後などに子どもを集めて、例えば家に大人がいない子どもだとか、そうい

う子どもたちが集まって、ボランティアの方が食事を提供したり、あと勉強したりするという

ようなもので、今、全国のいろいろなところでやっているんですけど…… 

○倉田民生部長 やり方はいろいろあるようで、今、放課後の話ですけれども、全国的には例え

ば休日に民間の食堂を使ったりというところもあり、居場所も含めてやっているようです。 

○杉本市長 子どもたちが食事を作るの。それとも提供するの。 

○倉田民生部長 子どもたちへの提供ですね。 

○唐澤教育委員 そうです。どちらかといえば居場所ですね。 

○倉田民生部長 そう、居場所ですね。 

○杉本市長 子ども食堂。交流センターの中にそういうのをつくるの？ 

○倉田民生部長 交流センターとか、あるいは民間の食堂の一部を使ったりとか、いろんなやり

方はあるんですけれども、子どもたちに食事を提供して、子どもたちの居場所をつくるという

趣旨もありますね。 
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○唐澤教育委員 そうです。 

○杉本市長 今どのくらいそういう需要はあるんですか。駒ヶ根市で実際にそういうことをしな

きゃならない対象者はどのぐらいいるのか、実態はどうなんですか。 

○唐澤教育委員 私も、ちょっとはっきりわからないんですけれども、元々は貧困家庭などの支

援というようなことでやっていたようですけれども、そればっかりだと、やっぱり行くほうも

なかなか行かないと思うので、誰でも良いということだったら、結構行く方もいるんじゃない

かとは思いますけど。 

○杉本市長 適切なことをやらなきゃいけないので、全国でやっているからといってやってもね、

駒ヶ根市の場合は、どうなんですか。 

○倉田民生部長 まだ、福祉のほうへは、具体的には要望などは無いけれど、そういう声があっ

て、また、やりたいという方が出てくれば、そういうことで進めていければと思っています。 

○杉本市長 それより、今はいろいろのところで、食べ残しなどがすごく多いじゃないですか。 

そういうことを見ていると、本当に、そういう食堂やなんかに使ってもらったほうが良いかな

あと思うし、そういうこと等を含めて、何か考えられれば良いがなあ。子ども食堂も、どうい

う需要がどのくらいあるかということが分かれば、また検討もできると思いますが。 

○唐澤教育委員 私も、具体的な案がわかないもんですから、そういうイメージで良いかなあと

思います。 

○杉本市長 確かに、さっき税収の話をさせてもらったけれども、駒ヶ根市だけでも市民税の課

税になる収入が 490 億円くらいあったものが、今は 400 億円ですから、大体４分の３で４分の

１の収入が減っているということは、各家庭において厳しい家庭が増えてきているのかなとい

う、そういうことは感じていますので、やはり目に見えないところで、子どもたちにそういう

ことが必要であるとすれば考えて行くので、また教育委員会でも、福祉のほうも含めて状況把

握をしてください。 

○水野子育て家庭教育係長 実際に今関わっているお家でも、その食べることがなかなか大変だ

というお家は何軒かあるんですが、今は福祉等と連携して、お米を提供したりということをし

ているので、子ども食堂というものをやれば、そういう対象になるお子さんもいるんですけれ

ども、一般のご家庭の人も合わせてやらないと、それは行きづらいということもあるので、そ

ういうことも踏まえて、考えていきたいと思います。 

○杉本市長 今、そういうので食材を提供したりしたいっていう人は結構いますね。そういう人

たちのことも合わせて、うまく仕組みができるようなら良いかもしれない。また、需要等の把

握と合わせて検討は進めてください。 

○北原教育委員長 今の件ですけれども、もちろん貧困という家庭も多々聞かれるお話ですけれ

ども、食育の面から考えますと、貧困ではないのに偏った食事になってしまうという家庭は結

構あると思います。お母さんも忙しいとか、例えば母子家庭だったり父子家庭だったり核家族

だったりで、どうも小売りのお弁当になってしまうとか、買ってきたものをチンして食べてし

まうというようなことも、結構あると思います。子どもたちの中には、お菓子を食べてそれが

夕飯になっちゃうという子も聞いたりしますので、そういった意味でも、その子ども食堂って

いうのは少し活用できると良いのではないかなという気がいたします。貧困だとか居場所だけ

ではなく、食育という面からも考えられたら良いかなと思います。 
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○杉本市長 ちょっとイメージがわいてこないんだけど、それはどこへつくるんですかね。各学

校単位に何ヶ所もつくるということですかね。 

○唐澤教育委員 ほとんど、その地域でやっているんですよね。ボランティアの方がやっている

と思うんですけれども、例えば市が関われば市の施設でということもあるし、集会所が使いや

すいとか、いろいろあると思うんです。 

○杉本市長 朝もやるの。 

○唐澤教育委員 朝はやっていないですね。 

○杉本市長 朝だって食べない子、今多いんでしょう。毎日、３６５日やるということ？ 

○唐澤教育委員 毎日ではないです。たまにやって、地域の大人も来たりして、そういうところ

で関わり合っていくということなんです。 

○北原教育委員長 そうですよね。食を通じた居場所づくりですので、毎日食べさせるわけでは

ないですよね。 

○唐澤教育委員 そうですね。人のつながりというか、そういうことだと思うんですけれども。 

○杉本市長 地域子育てということでいけば、校外指導部さんだとか、地域の取り組みがいろい

ろありますね。そういうところに位置づけたほうがいいのかなあ。 

○唐澤教育委員 やっぱりボランティア的な人がやってもらわないと、多分続かないと思うので、

そういうところとのマッチングとか、立ち上げをお願いしていくということですかね。 

○小平教育次長 そうですね。状況を踏まえて検討をさせていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

○北原教育委員長 それでは、５番目のホストタウンに関して、引き続き何かありますか。 

○唐澤教育委員 では、その下の５番目のホストタウン事業ですが、オーケストラがメインとい

うか、余りイメージがはっきりわかないんですが。私のイメージでは、子どものスポーツには、

やっぱりみんな力が入るけど、文化系の方には余り力が入っていないということから考えると、

すごく良い事業だと思いますが、いま一つ、このイメージがわかないし、しっくりこないんで

すが、どのように進めていくかというのはこれから考えられると思うんですけれども…… 

○杉本市長 これねえ、私がこのシステムに出会ったのは、ちょうどベネズエラの大使が来てく

れて、東京でベネズエラの音楽会があるので市長さん来ませんかって言ったんですよね。それ

で、そこで演奏してくれたのが４人の方なんですけれども、みんな２０代。１人がマラカスの

世界一っていう人で、それからアルパ、それとあとクワトロ２人だったかな。それで、やあ、

すごい演奏ですねえって話したら、ベネズエラは貧困な人が非常に多くて、ひとり立ちしてい

くために、手に職をつけるっていうのを音楽でやっているんです。それもクラッシック音楽を

土台にして。それで、楽器やなんか全部用意して、バイオリンを弾いたりとか、そういうクラッ

シック音楽をやって世界へ出ていって、自分で稼ぐようにしようと。国内だけじゃなかなか稼

げないんで、こういう仕組みをつくって、それを始めたら、貧困で居場所がなかった子どもた

ちが、その楽器を演奏するようになったら真剣に取り組むようになって、いろいろの犯罪も減っ

てきたということで、そういうことも含めて、これを音楽を通じてやったっていうことなので、

やはりすごい取り組みだなと思います。それと、世界に通用する人っていうことでいくと、や

はりクラッシック音楽のほうが世界に通用するということなんですかねえ。それで、今、日本

では相馬市がそういうシステムで取り組みを始めています。相馬市は、震災が起きて、子ども



- 9 - 

たちが非常に不安定になってきたので、日本で初めてこのシステムを入れています。やはり、

みんなが一生懸命やらないと身につかないし、バイオリンとか珍しいものなので、今、かなり

それで取り組みをしているんですね。そういったところを見させていただきながら、ぜひ子ど

もたちの情操教育のためにも、こういうのをやったらどうですかとベネズエラのほうからも話

がありまして、今のところ、楽器やなんかは用意してくれるんですよ。向こうで。また、指導

者やなんかも養成して、あとは、ここの地域に合ったものを取り入れても別に問題ないので、

これを中心にしながら、こういう音楽を通じたことをやっていければ、他のところには無い取

り組みだし、ホストタウンになった意味もあるのかなと、そんなことを思っています。 

それから、今、いろいろの人に話しているんですけど、この駒ヶ根市内でも、委員長さんも

「むつのを」で琴をやってもらっていますが、そういったいろいろの取り組みがあるので、そ

れらもここから発信できればいいのかなと思っています。ですから、やはり子どもたちは小さ

いうちから何かに打ち込んだほうが良いと思います。スポーツ以外でも、文化でもそういう取

り組みをしていただければ、非常におもしろい取り組みかなあと思っています。このエルシス

テマのシステムそのものの目指すところというのは、子どもたちが、例えば母子家庭やなんか

で厳しいとか、いろいろありますよね、そういう子どもたちに手を差し伸べて、文化のほうで

も何かに夢中になってもらう、そしてそれを生かしていくような、そういう人間形成をしたい

という、そんなことなので、私もこれは良い取り組みかなあと思っています。 

あと、このエルシステマは文化のほうですけど、子どもたちの体力の問題も非常に問題なも

んですから、実は日本体育大学と連携協定を結ばせていただいて、先日も行ってまいりました

が、何とか、今度は保育園、幼稚園から、スポーツのほうもちょっと力入れたいなあと思って

います。やはり子どもたちのスポーツと、こういう文化と、両方しないといけないのかなあと

思っています。その一つとして、このエルシステマという、要するにベネズエラで子どもたち

の教育システムとしてある程度これ実証して成功している事例なので、このシステムを入れて、

取り入れる楽器などはいろいろのものがあると思いますから、そのシステムは生かしていきた

いと思っています。 

駒ヶ根市内でも伊那フィルの指揮をやっている春日さんとか、松井さんもやってくれたりし

て、そういう関係者もちょうどいてくれるのでいいのかなと思っています。誰かやってくれる

人いないとだめなので、春日さんたちも、このシステムをもう知っていて、こんなことをやっ

てくれるなら画期的だったって言われてもいますし、何とかやってくれそうな人もいるので、

取り組めると思います。 

○小平教育次長 今、やっておられる団体の皆さんと連携して、例えば委員長さんのところの琴

とか、そういったところと連携したり、学校で金管バンドとかやっていますから、そういうと

ころとの連携とか、あるいは赤穂南小学校だけで金管バンドやっていますけど、ほかの学校で

もやりたいっていう人ができるようなシステムにするとか、そういった駒ヶ根版的な取り組み

からまずスタートをしていきたいというようなところです。 

○杉本市長 これから立ち上げていきますので、委員長さんは特に詳しいから、またよろしくお

願いします。さっき居場所づくりという話も出ているんですけれども、そういうところにこう

いうのも入れたらどうかなあと思うんですよね。 



- 10 - 

○小平教育次長 よろしいですか。 

○北原教育委員長 ほかの皆さん、どうでしょう。よろしいですか。 

それでは、６番、赤穂公民館に関して福澤委員さんからお願いします。 

○福澤教育委員 公民館の整備ということの中で、進め方については素人なのでよくわかりませ

んけれども、こういう大きな施設をつくるときには、そのお金があって箱をつくることはプロ

がいるのでできると思うんですけれども、その設計の段階で、やはり求められるものを造って

いかないと利用がうまくできないっていうことは昔からよく言われていることですので、今の

公民館は、自分もさんざんお世話になって、若い頃よく集まったんですけれども、この間、公

民館長さんの話をちょっと聞いたときには、赤穂公民館の活動は、なかなか東伊那とか中沢と

違って難しいんですよっていうような話で、東伊那や中沢は、割合とそこへ分館が集まってき

てやるんですけれども、赤穂は広いので、なかなかそれが集約して全体でというやり方は難し

いんだというような話をしておりました。それと、施設を使う団体がどれくらいあるのかとい

うことですか、昔はかなり活発だったんですけれども、若年層から高齢の方から、いろんな人

たちが社会教育の中で勉強したりサークルをつくったりという活動が、今よりもさらに活発に

なっていくというような方向性を持っていかないといけないと思うんですね。そうするために

は、やはり、その使い勝手だとかそういうことを、設計の段階でしっかり構想を練る中で、人

の意見を聞いて集約していかないとうまくまとまっていかないんじゃないかと思います。昔か

らそういうやり方をやってきたんですけれども、ぜひ、そういうやり方をしてもらって、設計

する人はそんなによく解っていないと思うので、市の要望として、どんどんそういうものを突

き付けて、使いやすいように造ってもらうという方向を確立していってもらうことが一番大事

じゃないかなあと思いますし、そういうふうに進めていくんだと思いますけれども、強力に進

めていってもらいたいなあと思っております。 

それと、できた後に、いろいろな問題があるっていうのは、公共施設の場合は結構あって、

予算も国からの補助が 2 億 4,000 万円かな、そのくらいは入ると思うので、当然、また後で、

会計検査だとか、そういうものが来ますよね。そうすると、前もちょっとあったかもしれませ

んけれども、この監査が、解釈が違うだとか、そういうことで問題になるとかということもあ

りますので、そういうことも用意周到に進めて、みんなが使いやすくて集まりやすい公民館に

していただければ良いなあと思っています。これは要望みたいなものですけれども、お願いし

ます。 

○杉本市長 そうですね。駒ヶ根市のいろいろな施設、例えば市民体育館も、当時は文化会館が

無かったので、ステージがあって、あそこで全部ができるような施設だったんですけど、文化

会館ができたので、今回は、あのステージ無くして、体育専用にさせてもらいました。赤穂公

民館も、あそこのホールがちょうど良い広さで、いろいろのイベントなどをやっていたんです

けれども、やはり文化会館ができたということで、その役割がほとんど無くなってきているん

ですかねえ。ですので、今回も、駒ヶ根市内にはさまざまな施設ができてきているので、それ

らと連携をして行く中で、今の公民館に必要なものは何かということは、また、皆さんの意見

をもらって進めていきたいと思います。あと、やはり駐車場やなんかが、あそこのところはあ

まり無いので、今までにいろいろの皆さんからご意見を聞いた後、報告を受ける中では文化会

館に併設するのが良いんじゃないかというようなご意見が多いと聞いていますが、そうした場
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合に、今度は文化会館に今ある勤労ホームや、それから、いろいろ施設があるので、それとダ

ブるようなところもあったりすれば、そういうものが活用できれば良いと思うし、また、他に

必要なものがあればということもありますので、また幅広く意見を聞きたいと思います。そう

いう中で、来年一年くらいで、大体、基本構想くらいはまとめられたらなあと思っています。 

○福澤委員 お願いします。 

○杉本市長 はい。また意見を聞く場所をつくりたいと思います。また、文化団体の皆さんから

も聞かなきゃいけないと思っているし。 

○北原教育委員長 先日の文化財団の理事会、評議員会でも様々な意見が出ておりましたので、

それぞれ要望を言って良いということでしたね。 

○杉本市長 また意見を出してもらって。 

○北原教育委員長 ええ。何か、あの要望を全部聞いていただければとても良いものができるん

だろうなって思います。 

○杉本市長 何が出ていたんですか。 

○北原教育委員長 公民館に先ずは小ホールをつくるという、前に私も何度も言っているかと思

うんですけれども、軽運動場ではない小ホールのことと、あとは、図書館が手狭ですとか、博

物館の展示スペースがというようなご意見も多々ありましたので、また、その設計の段階とか

意見を聞く段階で、皆さんからの意見が出てくると思いますので、お願いいたします。 

○北原教育委員長 それでは、７番、文化財の保存・活用と芸術のところですけれども、もう、

今まで公民館の件とか、いろいろベネズエラのエルシステマの件も含まってくるんですけれど

も、まずは文化・芸術活動に関して、私もその中の一人で、それが専門なんですが、文化会館

における自主事業ですとか、その実施に関して、予算的にはそんなに毎年変わってはいないと

ころだと思うんですが、以前にも少し市長さんともお話させていただいたことがありますが、

今後の文化会館とか文化における発展がないと市は発展していかないんだって、市長さんも

おっしゃっておりましたが、どのような今後の展開、文化会館も３０年が過ぎまして、今年は

照明設備を変えていただいたところですけれど、トイレの問題とか、いろいろ出てくるんです

が、老朽化の部分もあると思いますので、公民館も含めた文化会館の位置づけなど、今後の文

化の発展を市長さんはどのようにお考えになりますでしょうか。 

○杉本市長 文化会館のほうは、あの施設そのものは、おかげさまで専門の人に設計してもらっ

たので、評価はうんと高いですね。あのホールの音響はなかなか無いとプロからは本当に褒め

られます。あれは素晴らしいと言って。今まで音響を整備させてもらって、それから照明をこ

れで直させてもらったので、後は来年ですが、今、つり天井がどこでも問題になっているんで

すが、文化会館もそうで、みんなつり天井なんですよね。だから、今、どんな方向がいいか検

討して、それはしたいと思います。施設は、やはり、あの音響は他にないので、ぜひ生かした

いと思っています。また、何か手を加えちゃ大変なことになっちゃうと、みんな良いって言っ

てくれていますので、そこはいいんですけど、今度は、あそこを生かして、どういう文化を高

めていくかということになると、残念ながら今無いんですよね。だから、私は、よく小原さん

とかと話をしているのは、本来なら地元の歴史、伝統、文化という、ここの文化をもっと発信

してもらいたいということ。地元のものを。例えば神楽とか、いろいろあるじゃないですかね

え。でも、みんな、今無くなって行っちゃうんですよね。後継者がいなくて良いものが無くなっ
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て行っちゃう。今いろいろのところで歴史とか伝統、文化を大事にしたものが世界遺産になっ

たりしているじゃないですか。まず、一つは、地元に根付いている文化を、ぜひ発掘したり、

また再生したりしてもらいたい。それと、さっき言ったように、それだけじゃなくて、子ども

たちにいろいろのチャンスを与えたいので、エルシステマのようなシステムを入れて、今この

地域で頑張っている皆さんも本当に頑張ってもらって、文化会館からあの辺のところを中心に、

そこに行けば常に何か文化活動をしているよと、そう言われるところにしてもらいたいんです

よね。そのためには、文化財団が、もうちょっといろいろのソフト事業を頑張ってもらえるよ

うにしていきたいというようなところですかねえ。やはり文化の発信力が弱くなってしまうと、

どうしても街の力は落ちてしまうと思います。今、公民館などを見ていっても、８割が女性、

下手すると９割が女性ですかねえ。男の人はどこへ行ってしまったのかと。本当に、男性が定

年になっちゃうと、いないんだよ。それで、男性同士で行き会うと、必ず名刺を出すんだよね。

名刺の社会で、それで、何かの開発、どこに勤めているとか、そんなことっきり言っていて。

やはり、そうじゃなくて、人間らしく生きるっていうのは、体が動かなくなってきたら文化活

動ってすごく重要なので、そういうのが豊かになってこないと本来の街の豊かさって出てこな

いのかなって、そんなふうに思っているもんですから、今回やるにも、少し、そういったハー

ドの面では、そういう使い勝手の良いものをつくっていって、そこを生かすか生かさないかは、

実は、行政よりも、ぜひ教育委員会で頑張ってもらって、そういう仕組みをつくってもらいた

い。生かす。それは前々から思っているところですかね。ですから、そういう文化の関係者が

集まったりして、常に自分たちが発表する、どんどんどんどん発表するような機会をつくって

いったらいいんじゃないかと思います。それと、男の人たちが何かできるようなものがあれば

いいと思うんだけど、女性は元気だよね。男の人はどこへ行ってしまったのかっていうくらい。

だから、これから福祉の健康問題とか、いろいろやっても、スポーツをやるだけではなくて、

文化活動をやるっていうこともすごい機会づくりになるので。実は、このエルシステマも、子

どもだけじゃなくて、相馬市はお年寄りがやったら、１０回ぐらい、２～３ヶ月練習してプロ

と一緒に演奏したんですって。その中に入って。それで、みんなもう感動しちゃって。私たち

もこんなことができる、そういうのにしたいんですよ。ですから、子どもたちだけじゃなくて、

大人の人たちも。我々の世代って、ちょうど団塊の世代だったので、家庭も貧しかったし、音

楽を習いたくても、当時そんなのに行けるのは本当に限られた人。でもやりたいと思った人は

いっぱいいたと思うんですよね。でも、今からできるなら、それもプロとできるならっていう

ことは感動するじゃないですか。だから、そういうようなことを、このエルシステマもそうな

んですけど、子どもだけじゃなくて大人もしていく。だから、委員長さんがやられる琴やなん

かも、全然弾けなくても、大人が行って練習して、それで演奏会できるって、そういうふうな

ことをしてもらいたいんですよね。だから、いろいろの人に機会を与えていく、そのために、

今度は大きいところよりも使い勝手が良いのは、小さいところね。使いやすくする。そういう

ものにしていけたらなあと思っています。やはり文化の振興に多くの人に関わってもらって、

駒ヶ根市らしい、そういう活動ができていけば、スポーツと文化、両方ね。両方していければ

生きがいづくりにうんとなるんじゃないかなあとは思います。それは、ぜひ、教育委員会の皆

さん、特に委員長さん、今一番最適任者だと思いますので、お願いします。そういうソフトは

ね。 
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○北原教育委員長 わかりました。 

○杉本市長 あとは、今まで文化財に関していろいろしてもらっているので、やはり文化財を含

めた活動も大切で、地元の人たちが地域の文化財などのことを知らないと、外へ行ってしゃべ

れないようじゃあ困るんですよね。この前も何かのときに、人の名前を何人か言っても、知ら

ない人がいっぱいいて、井上井月も知らないし、下島空谷って誰ですかってわからない人も何

人もいるし、福澤泰江さんも知らない人がいるし、田中さんも、天下の糸平さんも誰だと。教

育長さんにも駒ヶ根市の歴史上の人物も発掘してくださいってお願いしているので、改めてこ

の地域のことを、子どもたち、大人も知っていく。そういうことをすれば、駒ヶ根に行けば、

駒ヶ根ってこういうところだよってみんなが紹介してくれる。活力がある街になっていくん

じゃあないかねえ。 

それと、あと、特に今の子どもたち。少子高齢化でみんな出ていっちゃって帰ってきてくれ

ない。だから、帰ってくるような動機づけをどこにしておくかっていうと、ここの地域の歴史

とか、おじいちゃんおばあちゃんたちが頑張って、こういうふうにしてもらって、ここで私が

育ったんだとかね。ぜひ、「ふるさと」じゃないけど、志を果たして帰るんじゃなくて、志を果

たしに駒ヶ根にぜひ帰ってきていただけるような、「ふるさと」の歌詞を変えらるような、そう

いった子どもたちを育てていくには、さっき言ったように、文化だとかそういう活動、ものす

ごい重要だと思うんですよね。だから、自分たちが育ったところを誇りに思えるような、そう

いうことを子どもたちに教えていく。今の教科書だけでは駒ヶ根市のことは出てこないので、

今、副読本をつくらせてもらっていますが、何とか子どもたちには、そういった本来のこの地

域のことをみんな教える。それで、大人もそのことを知っている。そういうことをしていって、

やはり自分が大きくなったら生まれ育ったところに帰って、その人たちのためになろうって、

そういうことをしていかないと、今の地方創生ってなかなか難しいのかなと、今、そんなこと

を思っているので、文化のこと、歴史、伝統、文化のこと、特にその辺を、いろいろの意味で

また教育委員会で議論してもらうことをお願いしたいなと思います。市のほうも、これからい

ろいろ進めていく上では、それが一番原点かなと思います。 

○北原教育委員長 ありがとうございます。私は現在、文化財団の理事として文化財団のほうに

は関わらせていただいておりまして、もう随分長くなると思うんですけれども、いろいろ何年

か活動をさせていただいてきましたし、財団の理事の中には本当に芸術家がたくさんおります

ので、その辺で何とかならないものかとずっと考えてきたんですけれども、やはり、市という

行政と文化財団には理事会なり評議会というのはあるんですけれども、それが何かうまく回っ

ていかないっていうことを若干感じております。先日の理事会の折に、文化財団の理事長さん

がちらっとおっしゃったことが、最近、毎回出るなと思うんですけれども、こういうことをや

りたい、ああいうことをやりたいという議論を理事会でしていても、結果的にやるのは職員さ

ん方だからねっていうことで終わってしまうので、その辺の何かこうシステムを構築できると

いいのかなっていうふうに思っています。それも含めますと、そのエルシステマの事業が導入

されたときに、地域の芸術家の方とかそういう方も入って、何かうまく、こう組織ができて、

それで文化を文化財団とともにというか、文化会館を使って、あるいは公民館を使って展開で

きるような、何かシステムができていけば、もっともっとできる方もたくさんいらっしゃると

思いますし、今まで駒ヶ根の文化を引っ張ってきてくださった音楽の先生もいらっしゃいます
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けれども、だんだん少しずつ年代も年齢も上がっていきますし、その辺で何かいいシステムを

つくっていくことを考えていかなきゃいけない時期ではないかなあっていうふうに、私も最近、

特に感じますので、エルシステマも活用ができればと思います。あわせて文化会館、文化の振

興ということになればいいかなって考えますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○杉本市長 また理事会とかでも、そういうシステムを考えていってもらえればと思います。 

一番簡単によくやるところは誰か有名な人を連れてきて、その人が館長とか何かになってや

るところはあるじゃないですかねえ。でも、必ずしもそればっかりで良いか。私は、外よりも

地元の人たちが自分たちで苦労しても、つくり出していくっていうことが、ものすごい重要だ

と思うんですよね。ですので、ぜひ、いろいろ提案してください。 

○北原教育委員長 わかりました。ありがとうございました。 

○杉本市長 思いはそんなところです。 

○北原教育委員長 はい。ありがとうございました。 

○小平教育次長 ほかに予算関係で、何か文化ありましたらお出しいただきたいと思いますが。

よろしいですか。 〔「はい」と応える声あり〕 

○小平教育次長 予算についてご議論いただきました。また、これを踏まえて検討させていただ

きますが、せっかくの機会ですので、ここにあります予算以外にも何かコメントがありました

らお出しいただければと思いますが、どうでしょうか。 

○杉本市長 今日の夜、中央アルプスジオパークの協議会を立ち上げます。実は、ジオパークも

何で今回やるかというと、ここの地域というのは、やはり千畳敷があったり、田切地形があっ

たり、いろいろな地形があるんだけど、なかなか知らない人が多いんですよ。そういった地形

だからこそ、この生活の文化もいろいろあると思うんですよね。そういうことをもう１回みん

なが認識する機会に、このジオパークの指定を目指したいと思っています。ジオパークの指定

を受けるには、最近、ハードルがだいぶ高くなってきたみたいで、審査員が来て、ジオパークっ

て何って聞いたら誰もわかりませんっていうのは認めてくれないっていうもんですから、ジオ

パークのことも上伊那全体で意識づけしていきたいと思っていますので、また、教育委員会で

も、ぜひ機会あるごとに、中アのジオパークに関して話題にしてもらえるようにお願いしたい

と思います。今は、ジオパークを目指したり国定公園化したりして、こういうところを改めて

レベルを少しでも上げていければ、また市民にとっても、ああ、そうなったのかっていうね、

動機づけになるのかなあと思っているので、ぜひ、そんなこともお願いします。 

○小平教育次長 ほかに何か全体を通じてあればお願いをいたします。よろしいですか。 

○北原教育委員長 はい。 

○杉本市長 一生懸命ハードをやりますので、中身はお願いします。教育委員会で中身の充実を。 

○北原教育委員長 はい。 

○杉本市長 ぜひ、教育委員の皆さんには、十分いろいろの議論をしていただいて、駒ヶ根市ら

しさというのを出していかないとと思います。今、私のほうも、子育てとか、かなり駒ヶ根市

も先駆的な取り組みをしているんですけれども、そういうのを市民の皆さんにどれだけわかっ

てもらうかっていうことは、ぜひお願いしたいなと思います。私も機会あるごとにやりますけ

ど、どうしても、どこそこは、どこそこはっていう話が出るんだけど、やはり自分のところが

自慢できるようにしていきたいと思いますので、ぜひ、そこのところをお願いします。 
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○小平教育次長 これから新年度の予算編成に入ってまいりますけれども、いただきましたご意

見等、また事務局のほうで検討、調整させていただきたいと思います。 

次回の総合教育会議でございますけれども、この協議いただきました新年度予算は、３月に

議会の議決を経てまとまっていく予定でございます。また、２９年度に入って４月ごろに予定

をさせていただき、この事業の推進方針などを主な議題にして開催をさせていただきたいと思

いますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

○杉本市長 最後にすみません。新しい事業もいいんですけれども、財政がとても厳しいので、

古い事業を１回点検したいと思っています。今まであったものでも、やはりずっとやってきた

が、こちらはやめて新しいことに振り向けるとかしないと、どうしても財源が足りないので、

今年は、いろいろの意味でもすべての事業について１回見直しをして、本当に必要なのかどう

かということをやりたいと思っています。また、その点で、事務局を通して皆さんにも幾つか

はご提案申し上げなきゃいけないと思っています。 

それから、市民委員会も、皆さんの意見を聞き、広く市民の皆さんにも議論いただく中で進

めていきたいと思っていますので、また、ご理解等をしていただかなきゃいけないところがあ

るかと思いますが、よろしくお願いしたいと思います。 

○小平教育次長 そういう方針で、今後予算編成を進めてまいりますので、また、作業がまとま

りましたら、説明させていただきたいと思います。 

それでは、以上をもちまして、第３回総合教育会議を閉じさせていただきたいと思います。 

どうもありがとうございました。（一同「ありがとうございました」） 

 

 

午前１１時２１分 閉会 


